木酢液の○○に対する□□活性
（炭化機構）○大隅隼人、牛久一郎
（本文開始まで1行あける ※青色の文章を消去してご利用ください）
緒言
（例）近年、木酢液は世界各地で様々な用途に用いられており1)、これからの産業において…
（本文は明朝体12ポイントを用いる。）

（1行あける）
実験方法
（例）本研究では、木酢液の材料として…
（1行あける）
結果と考察
[bookmark: _GoBack]（例）本研究では、木酢液の材料とし…
（図の前後は1行あける）図1．（例）木酢液の…
（タイトルは図の下に設ける）











（図の前後は1行あける）
（表の前後は1行あける）
	
	表1．（例）▽▽の熱分解生成物
（タイトルは表の上に設ける）
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（表の前後は1行あける）

（1行あける）
結論
（例）本研究の結果、燃焼温度を…ということが明らかとなった。
（1行あける）
謝辞
（例）本研究を行うに当たり、材料の提供をいただいた…に感謝申し上げる。
（例）本研究はJSPS科研費JP○○○○○○○○の助成を受けた。
（1行あける）
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